エクセルならではの機能満載！　明快！受注＆納期管理　ソフト
☆本ソフトは最初に開くページ「入力ホーム」の[新規入力]ダイアログから入力します。

☆各入力は[新規入力]ダイアログ内の［各ボタン］で登録内容がリストされるので、それより

選択し入力してください。（登録していない場合は直入力）　※青ボタンは必須

☆主要なページには説明があります。

☆本ソフトで帳票を作成しない場合は金額の入力する必要はありません。

■　ver26.3～は気づいた箇所の改良、並びに不具合修正に重点をおきました。
☆改良

・請求書マットの自動記録される物件（又は製品）データは標準で３３、最大８５まで可能です。

※データが３３より多いと自動で行が増えて２ページになります。

・入力ホームの[新規入力]で記録される各製品データで、オーダー品の規格は「規格」列に記録されていましたが、「規格」列を廃止し、規格品と同じ「品名／規格」列に記録されます。

・「品名」シートに「規格」を登録すると「入力ホーム」の［新規入力］時、規格品として扱われます。

・単価を登録しておくと、「新規入力」時参照されますが、本ソフトで帳票を作成しない場合は単価を登録する必要はありません。

・オーダー品など同じ品名でも規格（や仕様）に取り止めのない製品は、「品名」シートに「製品名」と「単位」は登録します。

・規格（や仕様）は「規格」シートに汎用的な内容を登録しますが、勿論「新規入力」時も可能です。

また帳票を作成する場合でも、そのようなオーダー品は単価も一定していないのが通常ですので、マスタシートに単価の登録は行なわず「新規入力」時または、「記録」シートに於いて行います。

・メインの「明快！受注＆納期管理」と請求書データが蓄積される「S_TB」の終了において、どちらも必ず「終了」ボタンの終了だと問題はないのですが、不用意に、片や保存終了、片や保存しないで終了は、あってはならないことなので、メニューの「ファイル」や「×」ボタンの終了に於いても、保存終了にしています。

ところが、編集における誤削除など再生が不可能な場合を考慮し、[保存しないで終了]ボタンを設置しました。

ボタンは不用意に押さないよう「明快！受注＆納期管理」は入力ホーム右上、「S_TB」も右上（通常は隠れる位置）に設置しています。

・入力ホームの[新規入力]時、ダイアログを移動すると尾を引く現象、また[新規入力]で各コマンドを実行中における画面の挙動を最小限に抑えました。

☆修正

・「請求書」シートの[印刷調整]における印刷プレビューの表示ミスなど修正しました。

・「請求書」シートに記録後の後処理における、送料などの直入力は「右クリック」を「ダブルクリック」に変更しています。

　

■見積書の付加　（「見積書」シート）　　(ver25.7～)

※本ソフト使用者が他の見積りソフトを使わないで済むように用意しました。
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操作の概要

■「見積書設定」ボタンをクリックすると表示されるダイアログで見積書の元となる設定を行います。

・［見積先］ボタンをクリックすると「発注元」ダイアログが表示されるので該当社を選択します。

・「納入期日」（納期）　はカレンダーから入力します。

・担当者、有効期限、支払い条件は自社登録ｼｰﾄに登録の内容がリストされるので選択します。

［ＯＫ］ボタンの実行で設定の内容が見積書マットに記録されます。

☆物件（または製品）の入力　
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※図は規格品の場合（果物はあくまで参考です）

■物件の内容は設定された見積書マットに直入力しますが・・・・

「品名」シートに登録している場合は任意の行を右クリックすると、「品名」ダイアログが表示され、「品名」シートの登録内容がリストされるのでリストより選択すると、単位、また規格品などで金額まで登録していると該当データの選択で単価も記録されます。

※「品名」シートで規格を設定（登録）した物件（または製品）は規格品と認識されます。

（「品名」シートを参照）

・各物件（又は製品）に対する数量（単価の登録が無い場合は単価）を直入力すると計算されます。

・誤りなどで該当行の内容を削除するには「品名」ダイアログ内、［該当データクリア］ボタンで行います。

☆作成された見積書　
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☆保存や印刷機能は他の帳票と同じです。

☆この見積書は他の見積りｿﾌﾄを使わなくて済むように用意したもので、「入力」ホームでの機能とは連動れませんので、行間、また、オーダー品の場合などは、お客様にわかり易いよう仕様などコメントが記入できます。

※決まった製品（あるいは規格品）は、簡略且つ丁寧に「入力」ホームで［新規入力］してください。

· 本見積書作成システムは、登録内容がリストされるので、入力（作成）が簡単です。また、他の帳票と同じ様に、そのシートのみの保存システムをそなえていますので、データも軽く保存や以後の参照、確認、印刷も容易です。

この追加機能は規格品の場合など、いちいち単価を確認して入力しないで済むので便利です。
本システムは見積書作成機能から「入力」ホーム」との連携や移行機能はありませんが、見積りが全て通るとは限りませんし、また、決定（受注）した物件でも値引きを要求されるなど価格の変更、またオーダー物件の見積書の場合、相手が理解し易い様、仕様など詳細を記入しがちですが、決まった（受注）物件は相手も理解、承諾済みですので内容にもよりますが、プロジェクトの場合は　※受注番号　プロジェクト名（物件名）・・１式・・合計金額にまとめても通用するのでは・・・）請求書に見積りの内容そのままは、どうかと思います。（それらを考慮すると入力ホームの入力に参照するような複雑な機能は逆に混乱し反って使いにくくなるのではと思います）

※決定した物件（叉は製品）は「入力ホーム」の再入力となりますが、そのことによって整理した内容が記録され、本ソフト最大の目的である受注と納期管理を満たし、最終的に整然とした納品書や請求書が作成されます。

· 見積書作成はフリー（制限なし）で使用できます。

· 印刷、保存も行えます。

※ フリーで使用する場合は見積書の自社名などは直に記入してください。

※ 該当の登録をしておくと入力が容易です。

※ 使用の場合は自己責任でお使いください。
■［新規入力］ダイアログの機能追加　(ver25.7～)
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本ｿﾌﾄは、これらの機能でオーダー品に限らず、メーカー（叉は自社）の規格品を取り扱う事業所も対応し易いのではないでしょうか。（取り扱う製品の種類や規模にもよりますが・・・）

☆他、保存機能、社名の自動登録など機能を改善しました。

☆本ソフトで帳票を作成しない場合も考慮し、「新規入力」に於ける規格品の認識を「品名」シートの単価の登録をとりやめ、規格を登録することで対応させました。

■「単価入力　or　変更」ダイアログの設置　　（「記録」ｼｰﾄ）　　（var23.7～）
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以前のバージョンは「記録」ｼｰﾄでの単価（金額）の入力、及び変更はできませんでしたが、単価列の該当セルを右クリックすると、図の「単価入力or変更」ダイアログが表示され、入力または変更された金額をそのセルに記録できます。

このことにより、納品時価格が決まっていない物件でも、請求書する時点で記録、または変更することができます。　もちろん、請求書に金額は欠かせませんので作成前には記録します。

尚、以前は請求書を作成した物件データは、１列目の受注連番セルが着色されましたが、今バージョンより項目最後部に「請求書作成日」列を設け、作成した該当データに作成日が記録されます。

［先々月以前の保存］ボタンを［請求書作成済みの保存］ボタン（及び機能）に変更したので、請求書を作成（保存）し終わった時点で別ブックに保存できます。

☆オーダー品は、これらの機能により、部外者に金額を知れることも防止できます。（規格品以外）

■範囲の抽出 (S_TB.xls)　（var23.7～）
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☆抽出開始年月～終了年月を入力し［抽出／集計］ボタンを実行するとその範囲の抽出並びに集計ができます。　※この機能は決算時や四半期毎の集計に便利です。

※先に目的の該当社を抽出し、次に、このダイアログ（機能）で顧客毎の範囲抽出及び集計も可能です。　

☆上のダイアログ（の機能）で月毎の集計もできますが、「年／月」の列を増やしたので、締日に対応する月毎の集計が容易におこなえます。

☆その他の改良及び不具合修正

（改良）

・請求書マットに注文番号列を追加しました。

このことによ注文番号がある物件は記録されるので、顧客も請求物件の把握が容易！

（修正）

・請求書作成時、時によりS_TBの前回請求金額、及び入金額が反映されない不具合を修正

· 「請求書作成」ダイアログの改良（ｖｅｒ21.7～）
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◇概要◇

☆請求書の作成は該当社のデータ全てに金額が必要です。

☆請求書の作成は「記録」シートのデータが参照されます。　また、社名等は「自社登録」シートの登録が反映されます。

· 請求書の作成は該当社の締日以後におこないます。　※「締日」リストの初期値は前月1日～前月末です。

・締日の設定（登録）は「発注元」シートでおこないます。（初期設定）　

・該当社が月末締め・・・空白　　・規定日の場合・・・「日」　例： 20

※発注元（顧客）に規定の締日がある場合は設定（登録）しておきます。

■請求書作成ダイアログの処理　　

◇「締日」リスト

●該当社（発注元）が月末締めの場合・・・・・「締日」リストの初期値は前月末ですので、「締日」リストは、そのままで「納品日　発注元」リストより該当社を選択します。　

●該当社（発注元）に規定の締日がある場合・・・・・「締日」リストの締日を規定の締日に設定してから「納品日　社名」リストより、該当社を選択します。

※違った設定のまま選択するメッセージが表示されるので、指示に従います。

※このことにより、月により　締日に相違が生じる可能性をふせぎ、物件に対する請求の重複、また請求漏れを防止します。
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●即日発行の場合・・・・（新規入力ダイアログ）社名自動登録のシステムで社名を登録し、登録された「発注元」シートの該当セルに、とりあえず、本日（当日）を設定（登録）しておき作成します。

※「入力ホーム」のデータは「記録」シートに転記しておくのは前提

請求書を作成すると、参照される「記録」シートに請求書作成日が記録され、「納品日　発注元」リストに表示される社名の後に「●」が付くので、請求書をダブって作成するのを防止できます。

●［ＯＫ］ボタンを実行すると、該当社の期間内の物件データが請求書マットに記録されます。

（請求書作成のプロセス）

請求書作成ダイアログが表示されると・・・・

■月末締めの場合・・・「社名」リストをクリック→該当社を選択→［OK］ボタンをクリック

■規定締日の場合・・・「締日」リストをクリック→締日を選択→「社名」リストをクリック→該当社を選択→［OK］ボタンをクリック
☆ほとんどの顧客は月末締めでしょうから、「締日」リストはそのままで、３ステップで請求書が作成できます。

（保存など、請求書作成後の処理は前バージョン（下方）に詳細）

■S_TB.xls の集計処理　（ver21.7～）


[image: image9.jpg]



・図は社名を抽出し［集計］ボタンを実行
顧客別、また年別、月別と様々なパターンで集計（合計）ができます。

☆「集計」ボタンで各項目データに対する金額の集計ができ、抽出、さらに絞り込み抽出していても、その表示範囲の合計が計算されます。

・集計すると抽出不可になるので解除はセルをクリックします。解除と同時に各合計金額も消去されるので、他（例えば月別等）を継続で抽出する場合は（次に［集計］ボタンをクリックまでの）合計金額の表示ミスを防ぎます。

☆「印刷」ボタンで、抽出し集計（合計）された範囲を、そのまま印刷できます。

☆ver２２．７より「範囲の抽出」ができます。

■請求書の再発行　（ver21.7～）
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本請求書作成システムは該当社に対し前月仕事をしていないと請求書を発行できませんが・・売掛金があるので請求書を再発行する場合にこの機能を使用します。

［再発行］ボタンで表示される、「発注元」ダイアログで該当社名を選択すると、発行日、社名、住所など反映されます。同時にS_TBの「前回請求金額」及び「御入金額」が記録され、他は自動計算され請求書が作成されます。

· 「保存」ボタンの実行で、記録を保存する同時に再作した請求書も保存され、印刷など、他の処理は同じです。

◇S_TB.xlsの概要◇

☆本ファイルと同じホルダに「S_TB.xls」を同梱しておくと、作成した請求書のレコードが、そのファイルに自動で記録され、また、次回請求書作成時に前回請求額及び入金額が自動参照されます。

・入金額の自動参照は入金が有る無しに関わらず少なくとも請求書作成以前には「S_TB.xls」の該当データの該当セルに「入金額」を記録しておくのは前提です。　（未入金をの場合は0を記入しておく）　

【S_TB.xlsファイルの処理】

上で説明のように請求書を作成すると「今回請求金額」は記録されていますので、入金があると「御入金額」項目、該当のセルに入金額を記入しますが、全額入金はダブルクリックすると記録されます。

・入金日は該当セルをクリックすると過去、約一ヶ月間リスト表示されるので選択するのみ、さらに右方セルに「年」と「月」が自動で振分け記録されるので後日、確認でデータを抽出するのに便利です。

なお、確認や抽出で列や行を移動させた場合は「右クリック」すると定位置に戻ります。

☆上方で説明のようにｖｅｒ21.7から金額の集計が可能

■S_TB.xlsに入金の記録がない場合は継続不可
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前バージョンは「入金の記録がありません。このまま処理を継続しますか？」云々のメッセージが表示され、「はい」を実行すると、請求書が作成されましたが、試用はともかく、実務においてはソフトであれ何であれ、以前の入金を参照（確認）、また記録せずに請求書を作成することはないでしょうから（上方で説明の）S_TB.xlsの前回請求金額に対する入金額の記録が無い場合は請求書を作成できない（以後に進めない）ようにしました。　　※未入金の場合は0を記入　

◇「納品日　発注元」 リストをクリックすると、「締日」リストの規定値の範囲に対応する「納品日　社名」が全てリスト表示されますが、目的の該当社名をどれか１つ選択します。

◇「S_TB.xls」を使用している場合は「前回請求額」及び「入金額」が自動参照されるので確認します。　

◇本ｿﾌﾄ導入時は当然、「前回請求額」及び「入金額」は参照されませんので直に入力します。

　

※「前回請求金額」及び「御入金額」の欄は直入力できますが、「S_TB.xls」ファイルを使用する場合は自動参照されるので直入力は避けてください。　（メッセージに従うとミスが防げます）

※「S_TB.xls」ファイルを使用しないで請求書を作成する場合は「前回請求金額」及び「御入金額」を入力しますが、該当社に対し決済できている場合はそれらの入力は必要ないと思います。

◇[ＯＫ]ボタンをクリックし請求書を作成するとダイアログを閉じられ、継続で保存するか、否かのメッセージが表示されるので下記で説明の後処理を要す場合は「いいえ」を選択しメッセージボックスを一旦ます。

■請求書作成後の処理

· 請求書作成時、「請求書作成」ダイアログ内［ＯＫ］ボタンの実行でダイアログを閉じますが、端数などの金額調整、また送料やコメントなど、後処理を要さないのが殆どでしょうから、継続で保存にするようメッセージが表示され「はい」ボタンを実行すると保存に移行します。　
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· 請求書の後処理　

※後処理を要す場合は［いいえ］で一旦閉じ、下方で説明の処理をおこない［保存］ボタンを実行します。

◇作成した請求書に諸経費、送料、さらにコメントなどを付け加える、また、値引きなどで金額を調整する場合は以下で説明の処理をおこないます。

・作成した請求書の該当セル（記録されたセル以外）をダブルクリックするとコメントや内容を付け加える事ができ、必要に応じて 数量、単価を入力します。  　　　　　　　（例）内容：送料、数量：1、単位：式、単価：1000

・端数処理など金額を調整する場合は、該当セルをダブルクリックし、算出されている今回請求金額を参照して調整する金額をマイナス（－）で入力します。　　　　　　　　　（例）算出された今回請求金額が ￥128,930 とすると、 -930 を入力して端数を取ると ￥128,000　となる。

また、金額を入力すると上の項目（調整金額、値引額）を選択できます。　※規定値は調整金額
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◇合計金額は自動で計算されるので、それらを入力し終わると「保存」ボタンを実行し、作成した請求書を目的のホルダに保存します。

保存ファイル名は「S_ 社名_伝票No _保存年月日」としています。

※請求書の保存は初回は任意名でホルダを作成し、以後はそのホルダに保存するとファイルが整理されます。　（例）　ホルダ名：　2012請求書　

※通常使用に於いては、請求書のファイル名が同じだと「上書き保存の確認メッセージ」が出ますが、それでも上書き保存を実行した場合はS_TB.xlsの該当データも上書きされます。

· 登録にない社名の自動登録
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■「新規入力」ダイアログ内、［OK］ボタンの実行時、「発注元」欄に直入力された社名が「発注元」シートに登録されてない場合は、上図のようなダイアログが表示されます。

・［OK］ボタンの実行で「発注元」シートの分類列の該当セル（最終行）に自動で記入されるので、次回より該当社の入力はリストより選択してください。

※ドロップダウンの抽出、また、帳票作成時、社名が（例）山田産業株式会社と山田産業㈱では別会社と認識されるので、一度登録されるとリストより選択し直入力は避けてください。

また、社名の簡略化は避けたいところですが、シートの記録や保存ファイル名の表示の都合上、前が株式会社、または有限会社の場合は頭に（㈱、（有）、のほうがいいかも知れません。　　　　例：　㈱山田産業　　　分類→や

※「OK」ボタンの自動記入は社名のみですので、住所など詳細は手が空いた時に記入しますが、住所など請求書など帳票に反映されるので、本ソフトで帳票を作成しない場合は〒・住所は記入する必要はありません。
■請求書のカラー設定
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使用者自身で項目部のベースならびに文字色、また、全体の文字色を好みの色に設定できます。

■設定するカラーにチェックを入れ［OK］ボタンをクリックすると請求書に指定の色が反映されます。

※ベース及びライン色は［OK］ボタンの実行で同時処理しますので同時に反映されますが、印刷時ライン色は黒で印刷されてしまいます。

どうもラインの太さを極細に設定していると（エクセルの機能上）そうなる様ですが、自分的にラインが太いのは好みじゃありませんのでご了解ください。

☆「S_TB.xls」の取り扱い

「S_TB.xls」はエクセルですのでデータが膨大に蓄積されると動きが遅くなりがちですが、確認に必要な抽出機能などエクセルならではの便利さがあります。

「S_TB.xls」のファイル長3MB（1万レコード（行））位までは動作にさほど影響ないでしょうか？

ということは1年に2000データ（請求書2000通分）で約5年ってことになりますが、データ蓄積は適度なところで「S_TB.xls」をまるごとコピーし別ホルダに保存、ファイル名を変更、例：「2012 S_TB.xls」としておきます。

基の「S_TB.xls」は参照のため半年分位（データ量によりますがキリのよいところ）は残し、古いデータから[選択データクリア]ボタン削除してください。

· 入力されたどの列でも行範囲を選択すると[選択データクリア]ボタンで一括削除できます。

※なお、データ蓄積が3万行を越えると「集計」はできません。

☆説明を読むと、本ソフトの請求書作成システムはややこしく思うかもしれませんが、試用はともかく、普通に、素直に、順序良く使うに於いては、うるさいメッセージもあまり表示されず、機能の割には操作も必要最小限だと思いますし、慣れると案外、明快ではないでしょうか？

☆しかし・・・・・

本ソフトはあくまで受注と納期管理が真骨頂。

帳票作成は、既に使い慣れた立派な販売管理ソフトがあるでしょうから無理に「S_TB.xls」を使う必要はありません。「納品書」ページ、及び「請求書」ページは無視し、また「S_TB.xls」は別のホルダ（またはディレクトリ）に移すか削除しておいてください。

このシステムは今時、手書きはないでしょうが、参照機能のない自前の請求書を使っている。また販売管理ソフトをお持ちで無い事業所には税理上の面を含め、重宝するかも・・・って、ところです。

■納品書機能を改良
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■概要

☆納品書の作成は「記録」シートのデータが参照されます。また、社名等は「自社登録」シートの登録が反映されます。

☆納品書に金額を記入（納品書の金額印刷にチェック）の場合金額は該当社のデータ全てに金額が必要です。

☆納品と同時に納品書が作成できます。※入力ホームの該当データを記録シートに転記しているのは前提

・納品書作成ダイアログの処理

◇「日付」 リストより納品書の※発行日を選択します。　

◇「納品日　発注元」 リストより社名を選択します。　

※「日付」 リストに（入力した日の31日前～入力した日の）範囲のデータがリスト表示されるので、（該当社に同日納品した物件が複数の場合）目的の　「納品日＆発注元」　のどれか１つ選択します。　

※範囲に納品日([記録シートの納品日を参照]のデータが無い場合はリスト表示されません。

◇「取引」及び「担当者」リスト（項目及び内容はは自社登録による）を選択します。

◇[ＯＫ]ボタンをクリックすると納品書が作成されダイアログが閉じます。

◇[保存]ボタンで保存します。

※納品書の初回保存は任意名でホルダを作成し、以後はそのホルダに保存するとファイルが整理されるのは言うまでもありません。　　　　　　　　　※ホルダ名（例）　2012納品書　

※納品書を作成すると「記録」シートの納期セルが着色され「納品書作成」ダイアログ内、「納期　発注元」リストの社名の後に●が付くのでダブって作成するのを防止できます。

· 受注票が作成できます。

「新規入力」及び「参照／訂正」ダイアログの　[受注票印刷]にチェックを入れておくと、「OK」ボタンで入力ホームに記録と同時に、受注票を作成するか？否か？のメッセージが表示されるので「はい」ボタンをクリックすると印刷されます。

※印刷した受注票に図面をとめて関係部門に回します

↓　つづく

☆ver13.7～　バージョン情報

■「新規入力」ダイアログ内の[納期]、[仕掛日]、[制作終了日]の記録にカレンダーから入力出来ます。
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（[納期]、[仕掛日]、[制作終了日]ボタンをクリックするとカレンダーが表示される）

（図は制作終了日に3月27日を指定したところ）
☆納期、仕掛日、制作終了日は、入力毎に、それぞれの範囲が黄色表示されるので前バージョンに比して各期間が把握し易く、また日の選択（指定）もしやすくなりました。　

· その他の改善

☆納品書ページ内の各設定を[納品書作成]ダイアログ内に収めて整然とさせました。

☆　ver10.8～　バージョン情報
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■「新規入力」ダイアログ内入力ページに記録する[ＯＫ]ボタンの処理を改善しました。

※「新規入力」ダイアログを一旦閉じると入力欄が新規になりますが、同一会社から同時に複数物件の受注に対処し、「ＯＫ」ボタンで継続して入力する場合、前バージョンは社名を残すのみでしたが、受注が同時なら納期も、まず同時でしょうから、納期も残すようにしました。（仕掛日や製作日数を設定している場合はこれも残る）

※納期と社名（発注元）の入力欄を入れ替え、社名（発注元）を変更するとそれ以下、また、納期を変更するとそれ以下がクリアされるので入力ミスを防げます。

■保存機能を改善しました。

※記録済み、また「納品書」ページ、帳票の保存で以前はカレントホルダに保存されましたが目的のホルダに保存できます。

■「新規入力」ダイアログの入力で注文番号の数字、10桁以上の表示の不具合、その他、改善しました。
☆ver8.7～　バージョン情報

（納品書付加）　　※サンプル版は一部制限があります。

◆納品書ページ　

(ver13.7からの各設定はダイアログ内に収納)
☆ver7.7～　バージョン情報 

■「参照／訂正ダイアログ」を設けました。
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■「参照／訂正ダイアログ」を設けました。

入力シートの参照及び訂正で目的の入力済みデータ（１列目）の受注連番を右クリックすると参照又は訂正用のダイアログを表示します。
※このダイアログを設けたことにより参照の場合、全体を把握するのに今までの行参照ように列をスクロールしながら確認する必要がなくなりました。

※また訂正入力の場合、受注社名は変更できないようにしていますが、他は変更入力ができるので、以前のバージョンのように、該当データを削除し、改めて「新規入力」する必要がなくなりました。

※そのことにより受注連番も保持できるので、注文書や図面に記載の連番を変更しないですみます。

※また、受注製品の内容が漠然としている場合は、一旦記録しておいて、後で詳細を書き込むなどの利用方法もあります。

■「入力ダイアログ」及び今回設けた「参照／訂正入力ダイアログ」の備考欄を拡大し、例えばその製品に必要な部材また外注など細かい内容、その他必要事項を記入することができます。

この備考欄は「Ｅｎｔｅｒ」キーで改行できます。

· 納品済み参照で、「記録」シート、また別BOOK保存された目的データの内容のセルをクリックすると上の数式バーで確認できます。

「項目名変更」ダイアログ　（使用者は変更できません）
●項目名の変更は事情により使用者自身では変更できないようにさせていただきました。

シェア版を導入される方はカスタマイズも応じますので、もし変更される場合はお申しつけ下さい。
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※項目名を変更すると、加工・製造業に関わらず・・・・・

例えば、印刷関係、また、時刻を「摘要」に設定登録しておくと、サービス業、接客業の予約管理、その他諸々、納期や期日を要求される業種には応用できるのではないでしょうか。

以上、長い説明を、お読みくださり有難うございました。

制作＆著作権者　そふとくりむ　（大沢）

集計された合計値





☆該当の物件（または製品）をクリックするとそれぞれの該当セルに記録されるので、数量、単価を入力すると計算されます。


※図のような規格品の場合は該当セルに単価も記録されます。


（品名シートに規格を登録している物件または製品は規格品で扱われます）











金額を調整する場合は今回請求金額を参照し、端数などをマイナスで入力します。（ダブルクリックで入力可）


※入力すると上に設置のリストより調整金額、又は値引項目が選択できる。※規定値は調整金額





上、「日付」に設定された日の1ケ月前～設定された日までのデータがリスト表示されるので該当データを選択します。





※該当社の同納品日の物件データが複数ある場合は複数表示されるのでどれか1つを選択します。





※後ろの「●」は既に作成済みのデータですのでダブっての作成を防止できます。





このダイアログで見積書の元となる設定を行なう。


☆「見積先」ボタンをクリックすると「発注元」ダイアログが表示されるので該当社を選択入力。


☆「納入期日」（納期）はカレンダーから入力。


☆担当者、有効期限、支払い条件は自社登録ｼｰﾄに登録の内容がリストされるので選択するのみ。





この機能は都合により廃止しました





全額入金の場合は、Ｗクリックすると左の今回請求金額がそのまま記録される。





［印刷］ボタンの実効で集計を表示したまま印刷できる。





必要に応じて担当者などをリストより選択します。


※担当者など項目の初期値は自社登録ページの登録内容が反映される。





ここのチェックを外すと消費税は計算されない。


計算しない場合のコメントをリストより選択しておくと、見積書マットの消費税の所に反映されます。


設定を変えない限り以後の見積書にも、この設定が継続されます。





これらにチェックを入れ［OK］ボタンで反映される。


※それぞれの処理も可





「日付」には発行日を選択します。


（下のリストに表示さす範囲）








［OK］ボタンで単価と金額が該当セルに記録される。





［はい］ボタンの実行で保存を継続





この［COLOR］ボタンでダイアログを表示





このボタンでダイアログが表示される。








請求書作成時、S_TBに入金額の記録がないと、このようなメッセージが表示され、継続処理できません。





同一会社から同時に複数物件の受注に対応するため[OK]ボタンで記録後も社名と納期はクリアされない。


☆発注元と納期の入力欄を入れ替えました。


社名（発注元）を変更するとそれ以下、また、納期を変更するとそれ以下がクリアされます。








品名の入力は「品名」ボタンをクリックすると、「見積書」の右クリックと同じように、「品名」ダイアログが表示されるので該当物件（または製品）を選択します。





開始日は締日に合わせて設定される。





「品名」列の任意セルを「右クリック」すると、このダイアログが表示されるので該当の［分類］ボタンをクリックします。





このボタンで、請求書を作成し終わると該当データを削除し別ブックに保存できる。





単価列を「右クリック」すると表示される。





［ＯＫ］ボタンの実行で設定の内容が見積書マットに記録されます。





金額が算定される








設置の［集計］ボタンの実行で各項目に対する合計金額が表示される。


抽出した値も合計されるので、電卓使う必要なし。


顧客別、また月別の集計に便利





この［OK］ボタンを実行すると「発注元」シートの該当セルに社名が記録される。





単価を入力





（印刷プレビュー）


保存または印刷された帳票にグレーは無い。（グレーは廃止）








請求書作成ダイアログ内、［ＯＫ］ボタンの実行で該当データが自動で列記される。





請求書作成ダイアログ内、［ＯＫ］ボタンの実行で該当社の住所や社名は登録の内容が自動で記録される





作成された請求書に記録された行以外のセルをダブルクリックすると、その行のロックが無効になり、コメントや送料、経費など付け加えることができる。


※数量、単価を入力すると合計金額、他が自動で計算され記録される。





なんらかの事情（送料、請求書マットの単独使用）で、金額を入れ作成する場合、ここにチエックを入れておくと、消費税が計算される。


以上は入力の内容によっては２重請求になる恐れがあるのでVer26.3より廃止


入力すれば製品ごとの計算は出来ますが合計金額は反映させなくしました。








リストより該当社を選択すると


住所、社名など登録の内容が請求書に反映される。


同時にS_TBの「前回請求金額」及び「御入金額」が反映され、他は自動計算され請求書が作成される。





このボタンで「見積書設定」ダイアログが表示されます。





規格品と認識された製品は単価まで登録しておくと自動入力されるので数量を入力するのみ


※オーダー品は数量と単価を入力





※選択した該当社に規定の締日がある場合は、締日と「締日」リストの日付に相違があると、図のようなメッセージが表示されるので、月により締日がまちまちになるおそれがない。





※該当社（顧客）に規定の締日がある場合は「発注元」シートに登録しておくのは必須











☆締日の初期値は前月末


該当社（顧客）が月末締めの場合はそのまま社名を選択





［分類］をクリックすると登録の内容がリストされる。





数量を入力すると合計金額が算定される。











規格品は単価を登録しておくと単価が自動で記録される。


ロックをかけていないので価格の変更も可


※これは見積書提出中に単価の改訂がありえること（受注の場合は見積りの価格に変更）を考慮しています。








これは規格品の作成例ですので詳細コメントを記入していませんが、


仕様や価格がまちまちなオーダー品には見積先（顧客）に内容が分かり易いように仕様やコメントも直に入力できます。








登録しておくと単位も入力される。





「品名」シートで規格を登録すると規格品と認識され、認識された物件または製品は「規格」ボタン及び欄が非表示となる。





誤りなどの場合、このボタンで該当データ（行）を削除
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